
夏休み明け 学校再開です 充実の日々を 

７月２１日に始まった夏休みが終わり、８月３０日からいよいよ前期後半スタートです。新型コロナの

感染者が急増する直前に夏休みに入ったため、幸い校内で感染が広がることはありませんでしたが、

またしっかりと感染対策を行いながら、充実した毎日となるよう取り組んでまいります。 

 今年度は感染状況を見極めながらも、子どもたちにはできる限りの学習経験や社会体験を積める

ようにしたいと考えています。４月からこれまで、保護者さんを招いての運動会を学部ごとに実施した

り、小グループに分かれて３年ぶりにプールに入ったり、そのプールにはボランティア共生大学登録者

の方がこれまた３年ぶりに監視のお手伝いに来てくださったり、ＰＴＡ研修会と重ねてのハートフルシン

ポジウムを小規模ながらこれも３年ぶりに再開できたりと、コロナ禍以前の活動を再び実施することが

できました。 

 今後は小・中学部重複障がい学級と高等部での修学旅行や小・中学部一般学級の ARA・SHI発

表会、小学部５年生の宿泊学習等を計画しています。特に修学旅行については行き先を県外として

計画しています。万が一、旅行先で感染した場合の対応を含め、保護者の皆様には御協力をいただ

く必要がありますので、御理解の程どうぞよろしくお願いいたします。 

 さて、令和５年４月に本校高等部一般学級を岱志高校内の校舎に移転することは以前からお知ら

せしてきたとおりですが、いよいよ新たな高等部の具体的な姿について、保護者の皆様に説明を行い

ます。授業参観等の機会を用いて学部ごとに説明会を開きますので、ぜひ御出席ください。 

 移転先である岱志高校とは現在詳細について協議を重ねており、両校にとってこの移転が一層の

充実をもたらすものとなるよう、連携してまいりたいと思います。大変ありがたいことに、岱志高校の先

生方はこの移転を温かく受け止めてくださっています。今年度内に両校の生徒同士で協力して取り組

む活動も計画し、地域の方々にアピールする機会も設けたいと考えており、今からとても楽しみです。

また地域の方々へは、市町の広報誌等を通してのお知らせを丁寧に行っていきたいと考えていま

す。 

 たくさんの方々に支えられ、祝福されるような移転にできればと願っています。今後とも、保護者の

皆様、地域の皆様、関係諸機関の皆様の御理解とお力添えをお願いいたします。 

   

 


